
 

2 月 21 日の夜遅くに到着した 2 頭のジャイアントパンダは
すぐに室内展示場へと運ばれました｡その後､オスのリーリー
は少し落ち着かないようすで､竹も少しかじる程度で朝まで
眠ることはなくずっと室内を歩き回っていました｡メスのシン
シンは餌を食べたあとはどこでも寝てしまうほど､とても落
ち着いていました｡1 週間もたつと 2 頭ともだんだんと環境
になれたようで､中国にいる時と同じような食欲や糞の量に
なりました｡
その後､3 月 4 日にはシンシンを､3 月 6 日にはリーリーを
屋外の展示場に出しました｡2 頭の様子をみながら公開の準
備を進め､無事一般公開されました｡

 

旧古河庭園と神代植物公園では､5月中旬から 6月上旬にか
けて､春バラが見ごろを迎えます｡満開のバラが皆様をお待
ちしています｡

東京都が、平成１８年から架替を進めてきた「永田橋」が完成
し、３月２６日（土）に交通開放をしました。
新しい橋は、耐震性及び耐荷力が強化されるとともに、車道
と歩道が広がり、安全性と利便性が向上しました。
また、橋の構造形式は、国内初となる「スペーストラス構造」
を採用し、透明感があり周囲の景観との調和が図られたもの
としました。

東京都が整備を進めている都市計画道路補助第１７２号線の
うち、豊島区西池袋地区の約８８０ｍが完成し、交通開放しま
した。　今回の開通で、明治通りと山手通りを結ぶ新たな道路
ネットワークが形成され、周辺道路の渋滞緩和や生活道路に
入り込んでいた通過車両の減少などの効果が見られました。
　また、自転車走行空間の整備や、無電柱化の推進により、安
全で快適な生活空間が確保されました。

なお、許可を受けるには、道路
占用許可基準に適合しなけれ
ばなりません。道路占用許可
基準に適合しない場合は、改
修や撤去をお願いしていま
す。
許可申請及び道路占用に関
するご相談は、最寄りの建設
事務所へ。

都道の上空に看板や日よけを設置する場合は、道路占用許
可を受け、規模に応じて占用料をお支払いいただく必要があ
ります（上空看板については、表示面積が２㎡以下のものは
占用料が全額免除されます）。

旧古河庭園０３ー３９１０ー０３９４

神代植物公園０４２ー４８３ー２３００

道路建設部道路橋梁課　　　　０３ー５３２０ー５３５５
西多摩建設事務所工事第二課　０４２８ー２２ー７３１４

○交通 :JR｢上中里｣下車徒歩 7 分､
         東京メトロ南北線｢西ヶ原｣下車
         徒歩7分､JR｢駒込｣下車
         徒歩12分 
○休園日 : 年末年始のみ
○入園時間 : 9時～17時
              (最終入園は16時30分)
○入園料 : 一般 150 円､
            65 歳以上 70 円

        京王線｢調布｣から小田急バス  
        吉祥寺または三鷹行き
        京王バス深大寺行き
        ｢神代植物公園前｣下車
○休園日 : 毎週月曜　
            ※5月2日は開園します｡
○入園時間 : 9時30分～17時
              (最終入園は16時)
○入園料:一般500円､65歳以上250円､

約90品種180本ものバラが､幾何学模様の庭園に植えられています｡
洋館をバックに美しく咲く様子を楽しんでいただけます｡

約409品種5200本のバラが咲き誇ります｡スヴニール･ド･アンネ
･フランクや聖火 (せいか )といった珍しい品種も植えられています｡

恩賜上野動物園　03-3828-5171

旧古河庭園&神代植物公園
～春バラを見に出かけませんか?～

看板・日よけは、道路占用許可が必要です。

都市計画道路補助第172号線（西池袋地区）
　3月20日交通開放!!

多摩川に架かる『永田橋』が新しくなりました！
～国内初の複合トラス(スペーストラス構造)が完成～

こんにちは！リーリー（オス）・シンシン（メス）です。
恩賜上野動物園

東京東部の低地においては、水害からまちを守るため、防潮
堤や護岸の建設を進めるとともに、水門等の整備を行ってき
ました。従来の水門管理システムは老朽化が著しいため、ＩＣ
Ｔ（情報通信技術）を活用した遠隔監視・制御方式を採用し
て再構築し、平成２３年４月１日（金）から本格稼動しました。

河川部防災課　　　　        03-5320-5433　
江東治水事務所水門管理課　03-5620-2493

【旧古河庭園】

【神代植物公園】

中学生 200 円 ( 都内在住･
在学の中学生は無料 )

○交通:京王線｢つつじヶ丘｣から京王バス深大寺行き｢神代植物公園前｣下車､

道路建設部街路課　　　　　03-5320-5343
第四建設事務所工事第一課　03-5978-1727

　新緑の季節です！川へ出かけて写真を撮ろう！
～川のフォトコンテスト作品募集～

新しい「水門管理システム」が稼働
～365日24時間体制で台風・津波から都民を守ります～

≪平成２２年度入賞作品の使用例≫
東京の河川事業パンフレット

≪オスのリーリー≫ ≪メスのシンシン≫

河川部計画課　　０３ー５３２０ー５４２５

“水辺から　広がる笑顔　東京の川”をキャッチフレーズとして「東京
の川」の魅力や親しみ・愛着を表現した作品を募集します。

応募概要：都内の川を題材とした写真（一人２点まで）
応募規定：プリント作品（２Ｌ判以下）　
デジタル作品（JPEGファイル、未加工のもの）
応募方法：写真の裏面またはＥメールに、応募部門（①風景②
ふれあい）、作品名、河川名、撮影場所、撮影年月日、撮影者、住
所、電話番号、メールアドレス（お持ちの方）を明記し、郵送かＥ
メール（２ＭＢ以下）で下記のあて先まで。（CD-R での郵送可）
宛先：〒163-8001
東京都建設局河川部まちフォトコン係
ml-kawaphoto23@section.metro.tokyo.jp
締　切：平成 23 年 6月15日（水）（必着）
その他：未発表・未応募のものに限ります。
作品の返却はいたしません。
著作権は本人に帰属しますが、東京都が
広報誌等に無償で使用させていただきます。ー
ー

表紙 ◇ ２２年度川のフォトコンテスト 優秀作品
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